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３
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島
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教
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４
　
調
査
担
当
者
　
寺
田
光

一
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛

（津
）
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
後
半
―

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

箱
根
田
遺
跡
は
、
伊
豆
半
島
北
部
に
所
在
し
、
東
側
に
箱
根
山
、
北
側
に
富

士
山
を
望
む
田
方
平
野
の
中
央
部
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
、
駿
河
湾
に
注
ぐ
狩

野
川
の
支
流
で
あ
る
大
場
川
の

右
岸
に
所
在
し
、
二
九
〇
〇

〇
ポ
の
範
囲
に
広
が
る
。
調
査

地
点
の
東
側
は
同
河
川
の
溢
流

堆
積
物
が
形
成
し
た
微
高
地
で
、

北
か
ら
西
側
に
は
条
里
水
田
が

潮

展
開
し
て
い
る
。

沼
　
今
回
の
調
査
は
店
舗
建
設
に

て

伴
う
も
の
で
、
三
人
人

一
ポ
を



調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
然
流
路
と
こ
れ
に
伴
う
厖
大
な
量
の
出
土
遺
物
、

官
行
的
な
掘
立
柱
建
物
群
が
検
出
さ
れ
た
。

自
然
流
路
は
確
認
さ
れ
た
範
囲
で
長
さ
七
五
ｍ
幅

一
〇
―

一
三
ｍ
深
さ
約
五

〇
側
の
規
模
を
有
し
、
条
里
方
向
と
は
異
な
っ
て
ほ
ぼ
南
北
に
流
下
し
て
お
り
、

大
場
川
に
連
絡
す
る
逗
河
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
高
い
。
掘
立
柱
建
物
群

は
、
調
査
区
の
北
側
に
限
定
的
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
調
査
範
囲
内
で
側
柱
式

四
棟
、
総
柱
式
二
棟
が
あ
る
。
建
物
の
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、
溝

も
し
く
は
板
塀
に
よ
る
区
画
内
に
整
然
と
配
置
さ
れ
て
お
り
、
流
路
か
ら
畿
内

系
土
器
、
緑
綸
陶
器
、
円
面
硯
、
律
令
祭
祀
遺
物
な
ど
官
衛
関
連
遺
物
が
出
土

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
掘
立
柱
建
物
は
官
行
の
倉
庫
群
で
、
伊
豆
国
府
、

も
し
く
は
田
方
郡
家
に
関
連
す
る
津
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
流
路
内
か
ら
二
点

（い
②
）、
包
含
層
か
ら

一
点

（０
）、
計
三
点
出

土
し
た
。
こ
の
他
、
人
面
墨
書
土
器

一
二
点
、
墨
書
土
器

一
三
点
、
刻
書
土
器

二
人
点
が
出
土
し
て
お
り
、
墨
書
土
器
に
は

「本
」
「東
」
「子
東
」
「衣
□
」

「
こ

「
二
万
」
「可
」
「若
」
「奉
」
「久
太
良
」
「刀
自
女
□
代
」
「新
刀
自
女

身
代
」
が
あ
り
、
刻
書
土
器
に
は

「金
」
「全
」
「人
」
「因
」
「大
」
な
ど
が
あ

ＺＯ
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

自
然
流
路

〔
マ
カ
〕

「日
日
委
文
口
□
代
」

岸
ヽ
ｏ
×

∞
Ｐ
×

⇔

　

〇
い
牌

②

　

「
八
□
秦
人
日
□
秦
人
真
□
万
呂
」
　

　

　

　

Ｐ∞反
〕泉
〕
８
Ｐ

包
含
層

③

　

「又
又
六
月
十
日
　
　
　
エハ
月

七
月
十
日
十
日

口
　
□
□

□
　
　
　
　
〔藪
と

□

五
口

（］
］
⇔
）
×
Ｐ卜
『
×
Ｐ
ω
　
ｏ
ω
］

ω
は
完
形
。
表
面
は
刃
物
に
よ
る
調
整
。
裏
面
は
無
調
整
。
厚
さ
は
均

一
で

な
く
、
中
央
部
が
や
や
厚
く
な
っ
て
お
り
、
上
部
断
面
は
カ
マ
ボ
コ
形
を
呈
し

て
い
る
。
冒
頭
部
に
墨
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
判
読
し
が
た
い
。
但
し
、
文

字
の
大
き
さ
か
ら

一
―
二
文
字
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
は
っ
き
り
と
確
認
で

き
る
文
字
は

「委
文
」
（し
ど
り
）
「代
」
で
、
そ
の
間
に
墨
の
薄
い
二
文
字
が

あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
は
人
名
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
当

遺
跡
周
辺
に

「委
文
」
の
ウ
ジ
名
が
分
布
し
て
い
た
実
例
と
し
て
は
、
正
倉
院

の
調
庸
布
墨
書
銘
の
中
に
、

（人
四
）
伊
豆
国
田
方
郡
依
馬
郷
委
文
連
大
川
調
緋
狭
絶
壱
匹

（以
下
略
）

（八
六
）
伊
豆
国
那
賀
郡
那
珂
郷
戸
主
生
部
直
安
万
昌
委
文
部
益
人
調
堅
魚
代

商
布
壱
段

（以
下
略
）

な
ど
が
あ
る

（番
号
は
松
嶋
順
正
編

『正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
吉
川
弘
文
館

〈
一
九

七
八
年
〉
に
よ
る
）。
形
状
か
ら
み
て
荷
札
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
当
遺

□□
□
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跡
か
ら
は
ほ
ぼ
同
じ
形
状
を
も
つ
木
製
品

（斎
串
か
）
が
多
量
に
出
土
し
て
い

る
点
か
ら
、
木
簡
の
性
格
に
つ
い
て
は
断
定
し
が
た
い
。

②
は
完
形
。
裏
面
無
調
整
。
厚
さ
は
均

一
で
な
く
、
左
側
が
薄
い
。
二
文
字

目
は

「
マ
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
記
載
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
可
能

性
と
し
て
、
「人
マ
」
の

「
マ
」
を

「郷
」
の
草
書
体
と
考
え
、
伊
豆
国
田
方

郡
入
邦
郷
の
郷
名
を
初
め
の
一
文
字
で
簡
略
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
中
央
部
は
墨
が
薄
く
、
判
読
で
き
な
い
が
、
二
名

の
人
名
が
続
く
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
木
簡
の
形
状
お
よ
び
人
名
が
記
さ

れ
て
い
る
点
で
、
①
と
同
じ
性
格
の
木
簡
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
冒
頭
に
二
文

字
程
の
記
載
が
あ
る
点
で
も
類
似
し
て
い
る
。

①
は
上
端
及
び
両
側
面
は
原
状
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。

冒
頭
に
日
付
が
数
回
線
り
返
さ
れ
る
ほ
か
は
、
墨
痕
が
確
認
で
き
る
程
度
で
、

判
読
は
困
難
で
あ
る
。
日
付
の
記
載
か
ら
、
箱
の
蓋
を
帳
簿
に
転
用
し
た
も
の

か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
品
目

・
数
量

。
人
名
な
ど
の
記
載
が
み
え
な
い
こ
と
、

「十
日
」
が
連
続
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
単
な
る
習
書
の
可

能
性
も
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
と
解
釈
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

三
島
市
教
育
委
員
会

『箱
根
田
遺
跡
―
店
舗
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
報
告
書
』
全
一〇
Ｑ
二
年
）

（鈴
木
敏
中
）
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